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まちの「今」を知って、スイッチON！まちの身近な情報をSNSで配信しています。
▷Facebook、Twitter、Instagramで東温市を検索してくださいね。

地域の身近な相談役
民生児童委員委嘱状伝達交付式を開催

　12 月５日、農村環境改善センター２階で、第 22 期
民生児童委員委嘱状伝達交付式が行われました。式
の前には、長年の功績を称え、宮田惠子さんに厚生労
働大臣表彰を、菅野隆房さんに全国民生児童委員連
合会長表彰をそれぞれお渡ししました。
　委員任期は３年間で、集まった 67 人の委員に加藤
市長は「行政と地域福祉とのパイプ役として、より深
い絆づくりにご尽力をお願いします」と激励しました。

今日も元気にいってらっしゃい！
マンダリンパイレーツが登校を見守り

　12 月 11 日、愛媛マンダリンパイレーツの選手が拝
志小児童の見守り登校に来てくれました。６年丹生谷
寧々さんは、「登校中に低学年の子が泣いてしまった
りしたときはいつも見守り隊の人たちが駆けつけてく
れました。おかげで安心して登校することができまし
た」と感謝の言葉を述べました。拝志校区では、約
10 人の地元の方が交代で毎朝児童たちが安全に登校
できるよう見守ってくれています。

継続した取り組みで来場者も拡大
横河原朝市を彩る家族の笑顔

　11 月 24 日、横河原駅前コミュニティスペースで第
12 回横河原朝市が開かれました。
　横河原商工連盟青年部が中心となって継続して実
施されているイベントで、会場にはサンドイッチやパ
ン、おもちやぜんざいが並び、多くの家族連れで賑わ
いました。回を重ねるごとに来場者が増えていて、中
高生が友人と買い物を楽しむ姿も見られました。主催
者によると、次回開催は４月の予定だそうです。

西谷小・東谷小で実施
愛媛県ドクターヘリ連携訓練

　西谷小・東谷小でドクターヘリ連携訓練が行われま
した。災害発生時に孤立する可能性が高い地域では
重症度の高い傷病者が発生した場合迅速な対応が求
められます。地元住民と自主防災組織、消防団、小学
校教員、市消防本部が参加しました。傘を使って患部
を固定したり、物干し竿と毛布で簡易担架を作ったり
と、身の回りにあるものでできる応急処置に参加者は
熱心に耳を傾けていました。

歩ける距離と速さを競う
第１回東温市長杯スラックライン大会

　11 月 24 日、今年３月にオープンしたかすみの森ス
ラックラインパークで第１回東温市長杯スラックライ
ンロングライン大会が行われ、県内外から約 50 人が
参加しました。参加者は世代別のクラスに分かれ距離
と速さを競います。渡りきった参加者には会場から温
かい拍手が送られていました。かすみの森スラックラ
インパークでは毎月第１日曜日にスラックラインの無
料体験会を行っています。

とうおん中小企業交流シンポジウム
東温高校生が市内企業を学ぶ

　11 月 21 日、東温高校でとうおん中小企業交流シン
ポジウムが行われました。普通科の１～３年生約 500
人が各企業のお話に熱心に耳を傾けていました。㈱
サカワに勤める西川さんのお話では、自身が東温高校
出身ということもあり、多くの質問が寄せられました。
入社したきっかけや社の魅力をＰＲした後、「今しかで
きないことを思いっきりやってほしい」と高校生にエー
ルを送りました。

自分と子どもの命を守るために
ママの立場で考える防災講座

　11 月 27 日、中央公民館で「ママの立場で考える防
災講座」が開催されました。災害時の避難所で避けら
れない問題であるトイレについて吸水実験等を交えな
がらワークショップ形式の講座です。会場にはキッズ
スペースが設けられており、小さなお子さんも一緒に
参加できました。講師のえひめ女性と防災の会会長の
小國恵子さんは、「自分の命を守るために今日からで
きることを始めましょう」と呼びかけました。

大きく育ってと願いを込めて
双葉保育所園児たちがしいたけ植菌体験

　12 月 10 日、双葉保育所の園児たちが河之内地区で、
しいたけの植菌を体験しました。市民団体ふくさの森

（代表：村上帛子さん）が主催し、自然の中で木の温
もりを感じてもらおうと毎年開催しています。クヌギ
の木に椎茸の種駒を詰めた園児たちは、主催者の手
を借りながら、原木にドリルで穴を空ける作業も体験。
木屑が跳ぶ様子に驚きながらも「簡単にできて楽しい」
と笑顔を見せていました。

▶
ヘ
リ
の
着
陸
に
備
え
、
運
動
場
に
散
水
す

る
参
加
者
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11
月
23
日
、
世
代
間
の
交

流
を
図
ろ
う
と
、
第
13
回
三
世

代
交
流
ス
ポ
ー
ツ
大
会
が
行
わ

れ
ま
し
た
。
晴
天
の
下
で
行
わ

れ
た
大
会
に
、
お
孫
さ
ん
を
連

れ
て
参
加
し
た
“
シ
ル
バ
ー
世

代
”
の
皆
さ
ん
が
熟
練
の
技
を

披
露
す
る
と
、
親
世
代
の
皆
さ

ん
は
チ
ー
ム
を
引
っ
張
り
ま
す
。

子
ど
も
た
ち
は
の
び
の
び
と
プ

レ
ー
し
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
世
代

が
元
気
を
蓄
え
た
大
会
と
な
り

ま
し
た
。
入
賞
チ
ー
ム
の
皆
さ

ん
、
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

三
世
代
交
流
で
心
も
体
も
あ
っ
た
ま
る

ク
ロ
ッ
ケ
ー
、
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
大
会
を
開
催

　

県
立
み
な
ら
特
別
支
援
学
校

で
、
実
際
の
選
挙
で
使
わ
れ
る

投
票
箱
と
投
票
用
紙
記
載
台
を

使
っ
て
、
生
徒
会
を
決
め
る
投

票
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

同
学
校
が
主
権
者
教
育
の
一

環
で
行
っ
て
い
る
も
の
で
、
生

徒
た
ち
は
体
育
館
で
立
候
補
者

の
立
会
演
説
を
聞
い
た
あ
と
、

会
長
な
ど
役
員
ご
と
に
分
け
ら

れ
た
投
票
用
紙
へ
立
候
補
者
の

名
前
を
書
き
、
投
票
箱
へ
自
分

の
一
票
を
投
じ
て
い
き
ま
し
た
。

　

同
学
校
教
諭
は
「
高
等
部
３

年
生
は
ま
も
な
く
選
挙
権
を
も

つ
よ
う
に
な
り
ま
す
。
実
際
と

同
じ
器
具
を
使
う
こ
と
で
、
選

挙
の
雰
囲
気
に
慣
れ
て
ほ
し
い

と
思
い
、
新
し
く
取
り
組
み
を

は
じ
め
ま
し
た
。
他
の
人
の
用

紙
は
見
な
い
、
周
り
と
相
談
し

な
い
な
ど
、
生
徒
た
ち
へ
事
前

学
習
も
行
っ
た
こ
と
で
、
よ
り

緊
張
感
を
も
っ
て
臨
め
た
と
思

い
ま
す
」
と
話
し
ま
し
た
。

県
立
み
な
ら
特
別
支
援
学
校
で
生
徒
会
投
票

18
歳
選
挙
を
控
え
て
、
実
際
の
器
具
を
用
い
る

　

12
月
16
日
、
重
信
川
緑
地
公

園
周
辺
の
河
川
敷
で
東
温
市
民

健
康
マ
ラ
ソ
ン
が
行
わ
れ
ま
し

た
。
参
加
者
は
重
信
川
河
川
敷

を
眺
め
な
が
ら
、
そ
れ
ぞ
れ
の

ペ
ー
ス
で
マ
ラ
ソ
ン
を
楽
し
み
、

爽
や
か
な
汗
を
流
し
て
い
ま
し

た
。

　

入
賞
し
た
皆
さ
ん
、
お
め
で

と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
ま
た
来
年

も
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

親
子
で
健
康
！
体
力
づ
く
り

第
15
回
市
民
健
康
マ
ラ
ソ
ン
で
爽
や
か
な
汗

　

12
月
11
日
、
東
温
高
校
商
業

科
３
年
生
19
人
の
皆
さ
ん
が
㈱

遠
赤
青
汁
さ
ん
の
ご
協
力
に
よ

り
、
陽
光
桜
の
梱
包
作
業
を
行

い
ま
し
た
。

　

陽
光
桜
は
、
東
温
市
出
身
の

故
高
岡
正
明
さ
ん
が
戦
死
し
た

教
え
子
を
思
い
、
鎮
魂
と
世
界

平
和
を
託
し
て
開
発
し
た
品
種

で
す
。

　

東
温
高
校
で
は
、
10
年
ほ
ど

前
か
ら
校
内
の
ク
ヌ
ギ
の
葉
の

エ
キ
ス
を
配
合
し
た
石
け
ん
を

製
作
し
て
お
り
、
そ
の
売
上
で

桜
の
苗
木
を
購
入
。
１
．
２
ｍ

ほ
ど
の
陽
光
桜
の
苗
木
を
傷
め

な
い
よ
う
丁
寧
に
梱
包
し
た
後
、

「
普
通
の
生
活
が
１
日
で
も
早
く

戻
り
ま
す
よ
う
に
」「
陽
光
桜

と
と
も
に
笑
顔
が
咲
き
ま
す
よ

う
に
」
と
復
興
へ
の
メ
ッ
セ
ー

ジ
を
添
え
て
、
被
災
地
な
ど
計

11
カ
所
へ
届
け
ら
れ
ま
す
。
参

加
し
た
生
徒
は
「
３
年
間
の
集

大
成
で
す
。
感
謝
の
気
持
ち
が

届
け
ば
い
い
な
と
思
い
ま
す
」

と
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

西
日
本
豪
雨
被
災
地
へ
復
興
を
願
い

　
陽
光
桜
を
お
届
け　
東
温
高
校
商
業
科

　

市
防
災
セ
ン
タ
ー
（
消
防
署

横
）
で
、
わ
ん
ぱ
く
広
場
が
開

催
さ
れ
、
参
加
し
た
子
ど
も
た

ち
が
災
害
発
生
時
の
避
難
方
法

を
学
び
ま
し
た
。

　

ビ
デ
オ
や
講
師
の
説
明
な
ど

座
学
に
加
え
、
防
災
セ
ン
タ
ー

に
あ
る
地
震
体
験
装
置
を
使
っ

て
、
地
震
が
収
ま
る
ま
で
床
に

身
を
伏
せ
る
な
ど
の
行
動
を
学

ん
で
い
ま
し
た
。
子
ど
も
た
ち

は
そ
の
後
、
ロ
ー
プ
の
結
び
方

な
ど
水
防
訓
練
に
も
役
立
つ
知

識
を
習
得
し
て
い
ま
し
た
。

災
害
発
生
時
の
対
応
を
学
ぶ

市
防
災
セ
ン
タ
ー
で「
い
ざ
と
い
う
と
き
の
備
え
」

　

１
年
間
の
米
作
り
を
通
し

て
、
地
域
の
伝
統
文
化
や
行
事

を
伝
え
る
取
り
組
み
が
東
谷
小

学
校
で
続
い
て
い
ま
す
。

　

子
ど
も
た
ち
は
昨
年
、
田
植

え
、
稲
刈
り
、
餅
つ
き
な
ど
地

域
の
人
と
共
に
経
験
し
、
地
域

に
古
く
か
ら
伝
わ
る
文
化
を
学

び
ま
し
た
。
12
月
17
日
に
は
年

末
行
事
と
し
て
、
し
め
縄
づ
く

り
を
体
験
。
自
分
た
ち
で
収
穫

し
た
稲
の
ワ
ラ
を
使
っ
て
、
し

め
縄
を
作
製
し
て
い
き
ま
し
た
。

６
年
生
は
慣
れ
た
手
つ
き
で「
今

年
が
最
後
の
年
。
綺
麗
な
し
め

縄
で
、
い
い
年
が
迎
え
ら
れ
そ

う
」
と
笑
顔
を
み
せ
ま
し
た
。

東
谷
小
学
校
長
は
「
６
年
生
に

な
る
と
先
生
よ
り
上
手
に
作
っ

て
い
ま
し
た
。
綺
麗
な
ワ
ラ
が

で
き
る
東
谷
の
自
然
は
、
こ
れ

ま
で
育
ま
れ
て
き
た
地
域
の
宝
。

地
域
の
皆
さ
ん
と
の
交
流
も
、

子
ど
も
た
ち
の
心
を
育
て
て
い

る
。
誇
り
に
思
い
た
い
」
と
締

め
括
り
ま
し
た
。

東
谷
小
学
校
で
し
め
縄
づ
く
り

正
月
を
控
え
地
域
住
民
と
児
童
が
交
流
深
め
る

まちの「今」を知って、スイッチON！まちの身近な情報をSNSで配信しています。
▷Facebook、Twitter、Instagramで東温市を検索してくださいね。

◀入賞した皆さん。愛媛FC、愛媛マンダリンパイレー
ツの選手と一緒に


